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Research Abstract

カイコの脳ホルモンであるボンビキシンは、別種の蛾、エリサンの前胸線におけるエクジソン合成を刺激し、脱⽪・変態を誘導するインスリン酸ペプチドホルモン
である。インスリンとの構造上の類似から昆⾍インスリンとも呼ばれている。実際、ボンビキシンとインスリンのキメラ分⼦は、低いながらもインスリンとしての
活性を持つことが⽰されている。しかし、ボンビキシンのカイコ⾃⾝における本来の機能は依然として不明である。 
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これまでに、実験形態学的および内部分泌学的⼿法から、脳以外の器官における神経分泌ペプチドホルモンの産⽣が、昆⾍の発⽣や成⻑そして⽣殖に重要な役割を
果たすことが⽰唆されている。本研究は、RT-PCRを⽤いた微量検出法を始めとする分⼦⽣物学的、およびin situ hybridizationを始めとする細胞⽣物学的⼿法によ
り、ボンビキシンの脳以外の組織における発現を明らかにし、その⽣物学的役割を解明しようとするものである。 
以下、得られた成果を具体的に述べる。 
(1)ボンビキシン各ファミリーに対する特異的プライマーを利⽤して、RT-PCR法により、精巣、卵巣、脂肪体、⽪膚、マルピーギ管、神経節、絹⽷腺、中腸、後腸
における発現を調べた結果、これらのすべての組織で発現していた。 
(2)in situ hybridization法により卵巣、後腸でボンビキシンRNAの局在を細胞レベルで特定した。卵巣では卵巣⼩管の周りの細胞が、後腸では内⽪細胞がボンビキ
シンを産⽣していた。 
(3)ボンビキシン受容体に関しては現在、遺伝⼦の単離に到らないが、ショウジョウバエのインスリン受容体遺伝⼦をプローブに、Southern hybridization法にお
いて有為な結果が得られたので、引き続き単離を試みている。
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